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１研究の動機 
 玄武岩は地球や火星の表面に多く存在している岩石です。昨年プラネット科学部の先輩

は、玄武岩を水に浸し乾燥させるという実験を３０回繰り返しました。この実験の結果 玄

武岩の表面には、白い粉のようなものが少しだけ生じることがわかりました。水に浸され

た玄武岩から、どのような物質が溶け出るのか、僕たちはとても不思議に思い、調べてみ

ることにしました。 

２研究の目的 
水に浸した玄武岩が、湿潤乾燥の繰り返しでどのように変化するか、どのような物質が

しみでるかを調べます。 
３過去の研究 
山田剛・松倉公憲（２００１）は、柱状の凝灰岩を各種塩類を入れた容器に入れ、その

変化を 30日以上観察しました。その結果、塩類は岩石にしみ込み、岩石内部で結晶成長し

て岩石が、壊れることを報告しています。小口（２００９）は吉見百穴内における、塩類

析出状況を調査しています。そして、石膏やナトリウムミョウバン等の鉱物が析出してい

ることを明らかにしています。五百川麻子・中田正隆・本間久英（２０００）は、大谷石

（栃木県宇都宮市産）の表面の塩類析出状況を調べました。そして、主に２つの鉱物が析

出することを明らかにしました。朽津信明・段修業（１９９３）は、敦煌莫高窟の下地と

同様な成分の粘土を、大高河から採取した水５０ｍｌに浸し放置しました。その後２０日

間で水分が蒸発し、粘土上部を白色の析出物が覆ったこと、そしてこの析出物中には石膏

が検出されたことを報告しています。 

 これらのように、岩石や遺跡、建物の塩類風化の研究は、数多く行われています。  

しかし、僕たちの研究のように、水中に浸した岩石が湿潤乾燥の繰り返しをうけると、ど

のように変化するかを調べた研究はこれまで行われていません。  

４ 研究の方法 
 １ｃｍ×１ｃｍ×０．５ｃｍに整形した玄武岩試料を４個準備しました。この玄武岩試

料は、兵庫県玄武洞のもので、（株）岩本鉱産に整形してもらいました。この玄武岩を４個

とも、１００ｃｃビーカーに入れ、精製水を４０ｃｃ入れます。なおこの玄武岩１個の重

量は１．３ｇ程です。このビーカーを、約５０℃に保った鉄板プレートに置き、乾燥させ

ます。シャーレ中の水は、夏では１日、冬では３日ほどで乾燥します。水が乾燥したら、

再び水を４０ｃｃ加えます、この湿潤乾燥の１回の過程を１サイクルとし、３０サイクル

まで繰り返しました。そして、適切なサイクルで、玄武岩を取り出し、試料とビーカーの

肉眼観察、写真撮影、重量測定、実体顕微鏡観察と顕微鏡による写真撮影を行いました。

さらに３０サイクル後の玄武岩表面の様子と生じた微粉末を電子顕微鏡で観察し、電子顕

微鏡付属の分析装置（ＥＤＳ）で化学成分を測定しました。  

 この玄武岩の湿乾繰り返し実験は、同じ結果になるかどうかを調べるために２回行いま

した。１回目の実験は２０１４年４月～７月、２回目の実験は２０１４年６月～９月にか

けて行いました。 

５ 結果と考察 
 肉眼観察では、サイクルが進む程、４つの試料とも表面の白い部分の白さはより強くな

るように見えました。またビーカー内には、白色の微粉末が、サイクルが進むほど増えて

いきました。そして、ビーカーの重量も増えていきました。 



ビーカーの内側にたまった白い粉末 

の電子顕微鏡写真 

 

  

ビーカーの内側に白い微粉末がたまった状態（４つの試料は取り出している）          

EDS による分析では、ビーカーの内側に

たまった白い粉末中には、Ｃｌ、Ｎａ、Ｋが

多く含まれていることがわかりました。この

ことから、白い粉末の多くは、塩化ナトリウ

ムと塩化カリウムからできていると考えら

れるそうです。白い粉末の電子顕微鏡写真で

は、１０ミクロン（０．０１ｍｍ）前後の立

方体や直方体のような形をした角ばった結

晶が多く見られます。このことからも、この

結晶の多くは塩化ナトリウムからできてい

ると考えられます。 

この現象は、岩石から塩化ナトリウムや塩

化カリウムのような塩類が析出する現象なの 

で塩類風化の一つと考えます。玄武岩は、地球上はもちろん火星表面にも多いと言われて

います。そして過去の火星上にも水が多く大洋が存在したことがあったと推定されていま

す。したがって、火星の表面でも、この実験のような水による玄武岩の湿乾繰り返しによ

り、塩類風化がおこり、塩化ナトリウム等が発生した可能性があると考えます。 
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